
 

 

 

 

 

 

教育目標・・・自ら学び、心豊かに生き生きと活動する児童の育成  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が再開して一か月が経ちました。長い休業の後でしたが、楽しく 

活動している１年生の姿に、上級生も職員も元気をもらい学校も活気付 

いています。 

１年生は、６年生に教えてもらいながら一緒にサツマイモの苗を植え 

ました。その後も６年生が声をかけて一緒に水やりをしていました。６月５日（金）には、交通

安全教室を開き、舟見駐在所の大懸巡査長の見守りの下、横断歩道や手信号のある交差点の歩行

の仕方について、２年生をお手本に学習しました。生活科の学校探検では、「失礼します」と挨拶

をして職員室に入り、「名前を教えてください」と言ってサインをもらったり、校長室で気になっ

たことを質問したりして学校の中を探検し、学校生活のルールや学校の施設に関心をもち学びを

深めていました。朝の活動の全校読書では、ランチルームに読みたい本を持って入場し、上級生

と一緒に読書に集中していました。１、２年生との集団下校では、２年生が、１年生に、気を付

けて帰るようにと声をかけて別れていく光景も微笑ましかったです。この一か月間の中で、上級

生がよい手本を示し、全校児童が、子供同士の関わりの中で成長していく姿がみられ頼もしく感

じました。今後も異学年との交流による温かな人間関係づくりを大切にして、一人一人が自分の

よさを発揮しながら自主性を育んでいくことができるように 

取り組んで行きたいと思います。 
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グローバル化や人口知能・ＡＩなどの技術革新が急速に進み、予測が困難な時代といわれる今、

子供たちが未来を生きていくためには、「多様な考えを認め、折り合いを付けることのできる力」

「目標に向かって頑張る力」「自分の感情をコントロールする力」の育成が重要であるといわれて

います。そのためには、まず、「プラス思考」をもつことが大切です。以前に入善町で講演された  

岩手県の小学校で校長を勤められた野口晃男先生のお話を紹介します。 

外国語科 外国語活動の学習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「プラス思考」を・・・・ 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの「プラス思考」が高ま 

るように、学校と家庭と協力して教 

育活動を推進していきたいと思いま  

す。よろしくお願いします。  

 

日にち 行  事 

３日（金） 
ＰＴＡ役員全体会  

19：30 ランチルーム 

６日（月） 

聴力検査  
２限 １、２年 
３限 ３、５年 

パソコン学習（３～６年） 
委員会活動 ６限（５、６年） 
※１～４年集団下校 14：50 

７日（火） 

心臓検診  

１年 8：30～8：50 

七夕集会 ５限 

１０日（金） パソコン学習（３～６年） 

１１日（土） 家庭読書の日 

１３日（月） 補充学習 ６限（４～６年） 

１４日（火） 

安全教室②  
下校 １、２年生 
      集団下校 15：15 頃  
   ３、４、５、６年 
   下校 15：40 頃  

２１日（火） 
バースデーカード紹介 

（７月生） 

２６日（日） しんゆう会草刈ボランティア 

２７日（月） 
ピカピカ大作戦（～３０日） 

パソコン学習（３～６年） 

２９日（水） 地区児童会 ４限 

３１日（金） 
終業式 給食最終日 

ワックスがけ 

 

７月の行事予定 

 

子供に、「学校、楽しかった？」と質問する

のはよくありません。具体性に欠け、子供にと

って答えるのが難しい質問になってしまいま

す。それよりは、「今日は、誰と遊んだの？」

の方が、分かりやすい質問になります。誰と、

どんな遊びをしたのかが分かれば、楽しかった

だろうと想像がつきます。「勉強どうだった？」

もよい質問ではありません。それよりは、「国

語で勉強したところを聞かせて」とか、「お母

さんに算数の問題を出してちょうだい」の方

が、もっと楽しい会話になるはずです。親がど

んな話題に関心を示すかで、子供は話題を選ぶ

ようになります。楽しい話題を選ぶ親の子は、

学校で起こった楽しい出来事をいっぱい記憶

し、瞳を輝かせて話をします。「楽しいことを

記憶して話す」という行為は、その子供に「プ

ラス思考」という素晴らしい力を育てます。反

対に、友達とけんかしてしまったことや注意さ

れたことの話題の時だけ、いつもより真剣に聞

くと、子供は、自分が感じたり受けたりした被

害の部分だけを話すようになります。親の愛が

自分に注がれるのはどんな時かをしっかり学

習しているのです。そして、多くの楽しいこと

があったにもかかわらず、親が関心を寄せるこ

とばかりを話すようになってしまいます。この

繰り返しは、よりよい成長にはつながりませ

ん。 

 

５、６年生は、今年

度より、週２時間の外

国語科、３、４年生は、

週１時間の外国語活

動がスタートしまし

た。英語専科の廣田 

真木先生とラーズ先

生が指導してくださ

います。１、２年生は、

毎月、１回程度、廣田

先生、ラーズ先生と外

国語に親しむ学習を

します。 

 



 


